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彰
を
受
賞
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
行
す
る
「
二
瀬
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
　
む
ぎ
」
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会
や
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な

ど
が
主
催
す
る
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
を
初
め
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
「
む
ぎ
」
の
制
作
に
理

想
教
育
財
団
が
助
成
し
た
「
２
色
デ
ジ

タ
ル
印
刷
機
」
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

母
親
た
ち
の
手
書
き
に
よ
る

４
ペ
ー
ジ

「
む
ぎ
」
は
Ｂ
４
判
４
ペ
ー
ジ
（
針

綴
じ
合
せ
）。
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会

（
保
護
者
９
名
・
教
職
員
３
名
）
に
よ

っ
て
編
集
・
制
作
さ
れ
、
年
間
４
回
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
約
１

１
０
０
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
町
内
に

「
学
校
の
特
徴
は
、
地
域
と
の
密
接

な
連
携
を
も
と
に
教
育
活
動
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
」

と
栗
原
克
己
校
長
。
教
育
活
動
の
テ

ー
マ
は
「
地
域
と
の
連
携
・
地
域
の
人

材
活
用
」
で
す
。
地
域
と
の
密
接
な
連

携
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
に
は
、
１
９
８

０
年
代
、
全
国
的
に
吹
き
荒
れ
た
校
内

暴
力
の
嵐
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
、
学
校
を
地
域
で
守
ろ
う
と
の
動
き

が
広
が
り
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
続
く
、

学
校
と
地
域
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
生

み
ま
し
た
。

い
ま
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
地

域
の
人
々
へ
の
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
」

運
動
が
展
開
さ
れ
、
毎
年
秋
に
は
地
域

の
方
を
指
導
者
に
し
て
、
地
域
の
人
と

生
徒
が
触
れ
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ぶ「
ふ
た
せ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
校
区
に
あ
る
九

州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
学
生
自
治
会

と
も
連
携
し
、
毎
年
「
質
問
教
室
」
を

開
催
す
る
な
ど
生
徒
と
の
触
れ
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
校
と
地
域
と
の
連

携
、
協
力
を
進
め
て
い
る
中
心
が
二
瀬

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
林
田
博
賢
会
長
）
で

す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は
平
成
17

年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
賞
表

「強調したい」「目立たせたい」と
「きれい」を実現させたＰＴＡ新聞

数
々
の
賞
を
受
賞
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

飯
塚
市
は
福
岡
県
の
中
央
部
に
位
置

し
、
か
つ
て
炭
鉱
で
栄
え
た
筑
豊
地
域

の
中
核
都
市
。
平
成
18
年
３
月
に
旧
飯

塚
市
と
周
辺
４
町
が
合
併
し
て
現
在
の

飯
塚
市
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
は
約
13

万
５
千
人
。
福
岡
県
で
は
福
岡
市
、
北

九
州
市
、
久
留
米
市
に
つ
い
で
大
き
な

市
で
す
。

飯
塚
市
立
二
瀬
中
学
校
は
市
の
西
部

に
あ
り
、
生
徒
数
は
約
４
８
０
名
。

＜2色プリントの教育効果を探る＞研究実践レポート‹

●福岡県飯塚市立二瀬中学校

地域と密接なコミュニケーションを図る学校として、
今回、充実したＰＴＡ新聞を発行する飯塚市立二瀬中学校を訪問し、その取り組みを伺いました。

広報委員会の委員の皆さん。前列中央が林田博賢
会長。後列右が栗原克己校長
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も
回
覧
。
教
職
員
の
役
割
は
取
材
の
段

取
り
、
原
稿
の
依
頼
・
保
管
、
写
真
を

撮
っ
た
り
校
正
し
た
り
な
ど
。
手
書
き

の
新
聞
づ
く
り
は
、
ほ
と
ん
ど
保
護
者

の
委
員
に
負
っ
て
い
ま
す
。

「
無
理
は
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
を
持

ち
寄
る
精
神
で
や
っ
て
い
ま
す
。
委
員

で
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
他
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
や
地
域
の
方
々
の
力
を
遠
慮
な
く

借
り
て
い
ま
す
」（
林
田
会
長
）

保
護
者
の
委
員
（
主
に
母
親
）
は
当

然
、
新
聞
づ
く
り
に
は
素
人
。
そ
こ
で

数
年
前
か
ら
新
聞
記
者
Ｏ
Ｂ
に
基
本
を

教
え
て
も
ら
い
、い
ま
は
そ
れ
を
基
に
、

新
任
の
委
員
が
選
ば
れ
た
年
度
初
め
に

委
員
主
体
で
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

大
ま
か
に
年
間
の
企
画
・
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
で
き
た
ら
、
１
号
ご
と
の
企
画

会
議
。「
自
分
の
知
り
た
い
こ
と
」「
気

に
な
る
こ
と
」
を
話
し
合
う
中
で
企
画

が
生
ま
れ
る
と
言
い
ま
す
。
企
画
が
決

ま
っ
た
ら
、
黒
板
に
４
面
の
割
付
を
書

い
て
、
記
事
の
並
び
方
や
見
出
し
の
言

葉
、
担
当
者
も
す
べ
て
相
談
し
な
が
ら

決
め
ま
す
。
カ
ッ
ト
、
似
顔
絵
な
ど
は

美
術
の
先
生
や
地
域
の
絵
の
上
手
な
方

の
協
力
を
得
ま
す
。
こ
う
し
て
４
ペ
ー

ジ
を
分
担
し
な
が
ら
手
書
き
し
て
い
き

ま
す
。

楽
し
く
な
っ
た
新
聞
づ
く
り

さ
て
、
印
刷
は
２
色
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
で
黒
と
赤
の
２
色
を
使
用
。

「
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
、
目
立
た
せ

た
い
と
こ
ろ
に
赤
を
使
い
ま
す
。
初
め

は
赤
が
強
す
ぎ
た
り
く
ど
す
ぎ
た
り
し

ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン
で
、
淡

く
効
果
的
に
赤
を
使
う
こ
と
も
覚
え
ま

し
た
。
こ
こ
は
黒
地
紋
に
赤
を
載
せ
よ

う
と
か
考
え
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

試
し
刷
り
を
し
て
、
よ
く
な
け
れ
ば
製

版
し
直
し
ま
す
。

以
前
は
１
色
で
し
た
が
、
２
色
に
な

っ
て
注
目
率
が
上
っ
た
と
思
い
ま
す
。

配
布
し
て
、
き
れ
い
な
新
聞
で
す
ね
と

言
わ
れ
る
の
が
嬉
し
い
。
他
の
中
学
校

か
ら
は
羨
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
」

委
員
の
皆
さ
ん
が
こ
も
ご
も
２
色
プ

リ
ン
ト
の
効
果
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
ほ
か
、
二
瀬
中
学
校

で
は
全
教
科
で
学
習
プ
リ
ン
ト
や
予
想

問
題
の
印
刷
に
２
色
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
２
色
プ
リ
ン
ト
は
視
覚
的
に
強
調

さ
れ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
に
も
好
評
で

す
。
２
色
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
も
先
生
方

か
ら
使
い
勝
手
が
よ
い
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
」（
福
田
隆
光
教
頭
先
生
）

ポイントを赤で
印刷した家庭科
の学習プリント

問題を解いた後で配布
する「予想問題」の答
え合わせ。模範解答が
赤色で印刷

2色を効果的に使って好評のＰＴＡ新聞「むぎ」。手書きの
よさは「パソコンを使いこなせない委員も参加できること」
（委員の声）。見出しにパソコン出力の文字を使用することも

二瀬中学校
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